
芦
屋
町
消
防
団
員
募
集

　

消
防
団
員
は
生
業
を
持
ち
な
が
ら
「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
使

命
感
の
も
と
、
火
災
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
出

動
や
、
警
戒
、
訓
練
な
ど
の
防
災
活
動
を
行
い
、

町
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
芦
屋
町
で
は
、
地
域
の
た
め

に
活
躍
す
る
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽�

対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
町
内
に
勤

務
す
る
18
歳
以
上
の
健
康
な
人

【
消
防
団
員
の
身
分
】

●
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員

【
消
防
団
入
団
後
の
処
遇
】

●�

報
酬
の
ほ
か
、
火
災
や
訓
練
な
ど
に
出
動
し

た
際
に
手
当
（
費
用
弁
償
）
を
支
給
し
ま
す
。

●�

消
防
団
活
動
中
に
負
傷
し
た
場
合
の
補
償

制
度
が
あ
り
ま
す
。

●�

消
防
団
活
動
に
必
要
な
制
服
な
ど
を
貸
与

し
ま
す
。

●�

５
年
以
上
消
防
団
員
と
し
て
勤
務
し
退
団
し

た
場
合
に
は
、
退
職
報
償
金
を
支
給
し
ま
す
。

●�

職
務
に
あ
た
っ
て
功
労
、
功
績
が
あ
っ
た

場
合
は
表
彰
さ
れ
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

庶
務
係
（
☎
２
２
３
局
３

５
７
２
）

消
防
設
備
士
試
験

▽��
と
き　

３
月
28
日
日

▽�
と
こ
ろ　

福
岡
女
学
院
大
学（
福
岡
市
南
区
）

▽�

試
験
種
類
　
甲
種
１
類
、
甲
種
４
類
、
乙

種
４
類
、
乙
種
６
類

▽�
費
用
　
甲
種
＝
５
７
０
０
円　

乙
種
＝
３

８
０
０
円

▽�

申
込
期
間
　
書
面
申
請
＝
１
月
28
日
木
～

２
月
４
日
木
、
電
子
申
請
＝
１
月
25
日
月

～
２
月
１
日
月

※�

受
付
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
。
願

書
は
遠
賀
郡
消
防
本
部
（
遠
賀
町
広
渡
）

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
２
９
３
局
８
１
２
５
）

北
九
州
視
覚
特
別
支
援
学
校
の

令
和
３
年
度
入
学
者
募
集

▽�

募
集
期
間　

１
月
29
日
金
～
２
月
５
日
金

▽�

入
学
検
査　
【
幼
稚
部
】
２
月
19
日
金
、【
高

等
部
】
３
月
８
日
月

▽�

対
象　
【
幼
稚
部
】
平
成
29
年
４
月
２
日
～

30
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児
、【
高
等

部
専
攻
科
理
療
科
】
特
別
支
援
学
校
高
等

部
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
人
か
令
和
３
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の

人
。
ま
た
は
、
学
校
施
行
法
規
則
で
そ
れ
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人

▽�

志
願
資
格　
【
幼
稚
部
・
高
等
部
】
両
眼
の

視
力
が
お
お
む
ね
０
・
３
未
満
の
人
。
ま

た
は
視
力
以
外
の
視
機
能
障
が
い
が
高
度

の
も
の
の
う
ち
、
拡
大
鏡
な
ど
の
使
用
に

よ
っ
て
も
通
常
の
文
字
、
図
形
な
ど
の
視

覚
に
よ
る
認
識
が
不
可
能
ま
た
は
、
著
し

く
困
難
な
程
度
の
人
で
、
原
則
と
し
て
保

護
者
と
と
も
に
本
県
に
在
住
し
て
い
る
人

※�

医
師
の
診
断
書
（
本
校
指
定
様
式
）
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
立
北
九
州
視
覚
特

別
支
援
学
校
（
☎
６
５
１
局
５
４
１
９
）

全
国
一
斉
生
活
保
護
無
料
電
話
相
談
会

　

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
全
国
青

年
司
法
書
士
協
議
会
に
よ
る
生
活
保
護
に
関

す
る
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。
仕
事
や
生
活
、

住
ま
い
な
ど
に
対
す
る
経
済
的
な
不
安
に
、

司
法
書
士
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

▽�
と
き　

１
月
24
日
日
・
午
前
10
時
～
午
後

４
時

▽�

相
談
電
話
番
号　

０
１
２
０

－

０
５
２

－

０

８
８
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▽�

相
談
料　

無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協

議
会
事
務
局
（
☎
２
８
２
局
２
６
１
５
）

福
岡
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

芦
屋
か
ら
男
子
・
女
子
チ
ー
ム
出
場

　

芦
屋
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、

男
子
チ
ー
ム
の
芦
屋
シ
ー
キ
ン
グ
ス
と
女
子

チ
ー
ム
の
芦
屋
ミ
ラ
ク
ル
ス
タ
ー
ズ
は
、
と

も
に
久
留
米
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
福
岡

県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
練

習
に
制
限
が
か
か
る
中
、
で
き
る
こ
と
を
全

力
で
行
い
、
出
場
権
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
男
子
が
ベ
ス
ト
8
、
女
子
は
準
優

勝
と
い
う
過
去
最
高
の
成
績
を
収
め
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
や
り
残
し
た
こ
と
や
課
題
が

残
っ
て
い
ま
す
。
女
子
は
九
州
大
会
出
場
予

定
で
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
。
６
年
生

は
３
月
の
引
退
ま
で
に
カ
ッ
プ
戦
で
ト
ロ
フ

ィ
ー
を
た
く
さ
ん
獲
得
で
き
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
５
年
生
以
下
の
メ

ン
バ
ー
は
、
来
年
は
今
年
よ
り
も
良
い
成
績

を
残
せ
る
よ
う
練
習
に
励
み
ま
す
。

　

随
時
、
小
学
生
の
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
（
代
表
：
花
川
☎
０
９
０-

７
３
８
２-

１
８
９
１
）

みんなの

ひろば
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●
浜
木
綿
俳
句
会

薄
れ
た
る
碑

い
し
ぶ
み

手
で
読
む
神
の
留
守

�

池
田
千
恵
子

底
冷
や
木
の
根
に
傾
ぐ
猿
田
彦

�

花
田
八
代
美

鳶
の
笛
千
木
に
日
の
濃
き
留
守
の
宮

�

吉
住　

利
枝

枝
矯
む
る
一
糸
弛
び
な
く
冴
ゆ
る

�

池
田　

幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

日
時
計
の
影
な
き
正
午
時
雨
来
る

�

桐
山　

美
枝

船
乗
り
の
伯
父
の
纏
ひ
し
イ
ン
バ
ネ
ス

�

田
尾
三
千
枝

校
庭
で
遊
ぶ
子
等
皆
マ
ス
ク
か
な

�

縄
田　

惠
子

差
し
潮
に
膨
ら
ん
で
く
る
牡
蠣
筏

�

仲
山
ク
ニ
子

●
水
茎
短
歌
会

厨
に
て
夕
餉
に
酢
豚
作
り
い
る

二
十
歳
の
女
孫
姿
た
の
も
し

�

宮
﨑
佐
代
子

年
賀
状
ゆ
っ
く
り
書
こ
う
と
日
を
延
ば
し

暮
れ
押
し
迫
る
毎
年
の
こ
と

�

村
上　

一
惠

今
年
こ
そ
来
年
こ
そ
と
生
き
て
来
し

元
気
で
す
よ
と
年
賀
状
出
す

�

田
中
勢
津
子

老
い
た
れ
ば
来
る
年
賀
状
も
減
る
ば
か
り

新
年
迎
え
る
事
の
侘
し
さ

�

榎
枝　

千
恵

１月

新 着 図 書
【一般書】
北条五代　上下巻 火坂雅志・伊東潤 �著
騙
かた

る　　 黒川　博行� 著
境界線 中山　七里� 著
雪のなまえ 村山　由佳� 著

【児童書】
エリーゼさんをさがして 梨屋　アリエ� 作
イッカボッグ　 J．K．ローリング�作
怪物園  junaida� 作
十二支のお雑煮 川端　誠� 作
うしとざん 高畠　那生� 作

芦屋町図書館（☎２２３局３６７７）
開館時間　午前 10時～午後６時
休館日　�12 日火～ 22日金、25日月、

28日木、２月１日月▲よむにゃん

定例おはなし会

俳
句
、
短
歌

観
かんげつ

月
� 麻生　幾　著
幻想的な光に包まれる

「観月祭」、今年も無事
に迎えられるはずだっ
た。しかし、祭りの一
週間前、七海を襲った
のは…。地方の静かな
城下町で、突如沸き起
こった殺人事件の謎を
追ううちに、巨大な陰
謀が姿を現わす。

と　き 　　出　演・催　し　　
� 6 日水 赤ちゃんおはなし会 たっち
� 10 日日 にじの会
� 24 日日 にじの会
�2月3日水 赤ちゃんおはなし会 たっち
※時間はいずれも午前 11時から

�
△

ところ　おはなしのへや・多目的室

謹賀新年　
～図書館で見つけよう新しい明日～
　寒い冬、暖かい図書館でブラウジングを楽しみ
ませんか。ブラウジングとは、図書館の本棚の間
を何気なく歩きながら、気になる本があれば手に
とって読んでみることを言います。図書館にはい
ろいろな特集コーナーを設けていますので、読み
たい本が決まっていないときは、本棚の間だけで
なく、特集コーナーものぞいてみてください。

蔵書点検のため休館します

▽ �期間　１月 12日火～ 22日金
　毎年１回すべての本を点検し、館内の整理をします。
※�休館中の本や雑誌の返却は、図書館（中央公民館）
入口の返却ポスト（藤色）または、役場庁舎郵便
局側入口の返却ポスト（黄色）を利用してください。
ただしＣＤ・ＤＶＤは破損の恐れがありますので、
必ず開館後にカウンターへ返却してください。
　�　長期休館の間、貸し出しができませんので、
11日月（成人の日）まで本の貸し出し冊数を無
制限にしています。

ジュナイダ

としょかん通信
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